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Ⅰ 問題の所在 

・少子化による子供の数の減少． 

・都市部への人口移動． 

学校統廃合が進む 
 

・小中学生の人口推移は1981年をピークに
2008年はその6割まで減少している一方，学校
数・教員数は全体の1割程度の減少にとどまって
いる． 

→「学校規模や配置が適切でないといわれるこ
とがある」と指摘（安田 2009）． 

 

Ⅰ 問題の所在 

・学校規模の適正化に関する基本的な考え方． 
 

〈教育〉 

 

 

〈地域コミュニティ〉 

一定規模の 
児童生徒集団 

専門性 
バランスのとれ
た教員配置 

防災 保育 地域の交流 

〈統廃合が抱える問題〉 

・斎尾（2008）廃校プロセスと廃校舎利用． 

・西田（1986）休廃校地域の変容． 

→ 地域コミュニティに関する問題 

 

藤本（1974） 

・子供のパーソナリティ形成において遊びは家  
庭生活，学校生活と並び重要なものである．子
供の行動範囲は校区によって限定される傾向が
あるため，地理的条件が子供のパーソナリティ
形成に大きな影響を与える． 

 

Ⅱ 既存研究 Ⅱ 既存研究 

村田ほか（1993） 

 都心部での小学校統廃合による児童の屋外行
動への影響に関する研究． 

→統廃合によって遊び行動の広がりや遊び集団
の人数の拡大がみられた. 

 

小林（2011）学校統廃合による環境移行下の学
校適応に関する研究 

→学校の構成人数は増えるも選択された遊び集
団の構成人数が減少している. 
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Ⅲ 研究目的・方法 

〈研究目的〉 

富山県氷見市にある湖南小学校を事例に，学校
統廃合による学校区の拡大が子供の遊び空間に
及ぼす影響を検討する． 

〈調査期間〉 

・小学生：2017年11月13,16,17,27,29日、 

     12月1日 計6日間 

・卒業生：2017年12月17日 

〈調査方法〉 

・聞取り調査 

 

 

 

Ⅲ 研究目的・方法 

〈調査対象者〉 

・氷見市立湖南小学校に通う小学4年生から6年
生までの児童 41名 

 4年生 男子2名 女子15名 計17名 

 5年生 男子7名 女子8名   計15名 

 6年生 男子6名 女子3名     計9名 

 

・統廃合前の湖南小学校卒業生 

      男子4名 女子3名   計7名 

 

 

 

Ⅳ 対象地域概略 

富山県氷見市 湖南小学校区 

 

 

 

 

2011年 
仏生寺小学校が廃校 

湖南小学校に統合 
新湖南小学校が誕生 

Ⅴ 調査結果 

〈卒業生〉 
①放課後によく遊びに行った場所 

 →友達の家もしくは自分の家，公園 

②誰と遊んでいたか 

 →同じ地区に住む同級生，近隣に住む友達 

③遊び集団の人数・移動手段 

 →2～5人程度，徒歩・自転車で移動 

④友達になったきっかけ 

 →出身保育園が同じであった 

⑤休日の遊びについて 

 →テレビゲームやカードゲームで遊ぶ 

Ⅴ 調査結果 

〈小学生〉 
①よく遊びに行く場所 

 →友達の家もしくは自分の家 

②誰とよく遊ぶか 

 →同じ地区に住む同級生，家で一人で過ごす 

③移動手段 

 →自家用車での親による送迎 

④友達になったきっかけ 

 →出身保育園が同じ 

⑤平日と休日の遊びについて 

 →休日は家で過ごしたり，習い事へ通ったりする 

 

Ⅵ 考察 

〈子供の遊び行動の現状〉 

・遊び空間が児童の居住区内，近隣地区で収
まっている． 

・学校区の広がりによってクラスメイトが増え，
学校内で遊んでいるが，この遊びが放課後まで
延長されることはない． 

・習い事に時間をかける児童が多く，友達と遊
ぶこと自体少ない． 

 

遊び行動の回数が少ない 



Ⅵ 考察 

〈子供の遊び行動の現状〉 
 

・自宅で過ごす児童が多い． 

・外遊びをする児童が少ない． 

 

 

 
氷見市全体的に放課後は自宅で過ごす児童が多い． 
一方，保護者は安心して外遊びができる環境を求め

ている 

2014年「氷見市の子ども・子育て支
援に関するニーズ調査報告書」より 

Ⅵ 考察 

〈小学校統廃合による遊び空間への影響〉 

氷見市内に統廃合予定の小学校がある 

→複式学級の解消につながり，学校構成人数も
増えることで児童の交友関係は広がる 

 

学校区が拡大しすぎたあまり，放課後に友達と遊ぶ際に
距離が制約となって放課後の遊び行動が制限される可能
性がある． 
遊び仲間は近所に住む友達に限られ，児童が少ない地区
では家で一人で過ごすことが多くなることが予測される． 

Ⅶ まとめ 

・今回の調査から，学校区の拡大が子供の遊び空間の拡
大に繋がったことは確認できなかった． 

・習い事に時間を割く児童が多く，放課後に友達と遊ぶ
こと自体が困難である． 

 

 習い事にかける時間や通学距離，友達の家ま
での距離が制約となり，とくに児童数が少な
い地域では遊び空間が拡大せず縮小する可能
性が考えられる． 
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